石狩市公立小中学校事務職員第１０回（今年度第１回）学校間連携会議議案
２０１０年４月１６日（金）石教振事務部会終了後
於：南線小学校
１　議長挨拶

２　経過報告

４月１３日１５：００～　 第３回（今年度第１回）役員会 　於：市庁舎２０２号会議室
３　‘10年度役員体制の確認～別紙１

４　‘09年度の反省と’10年度の具体的取り組みについて～別紙２
５　連絡事項
＜別紙１＞‘10年度連携会議役員体制
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※上記の他石狩市公立小中学校事務職員協議会三役（会長・事務局長・会計）をもって役員会を構成する。
＜別紙２＞09年度の反省と10年度の具体的取り組みについて

１．09年度のとりくみについて
　　09年度の連携会議は、過去３年間の資産はあったものの、実質的に再出発という状況でした。その中で、①学校財政と学校事務の状況調査、②調査結果の分析にもとづく提言、③予算要望活動、④個人実践交流、の四つの柱でとりくみが行われました。
　
（１）学校財政と学校事務の状況調査
　　　調査活動は一定程度行われましたが、「白書」という形までは到達できていません。しかし、ホームページの活用状況からすれば、「白書」という形にこだわる必要はないと考えます。
各種の調査については、他校の状況が見えるという意味で一定の成果はありましたが、自校でのとりくみに対する動機付けになることが重要ですから、その意味では調査内容をしっかり議論することが必要です。
（２）調査活動の分析にもとづく提言
　　　調査活動を行った後の分析が十分ではなく、強引に提言に持っていった感は否めません。次年度は、提言が各学校のとりくみにも生かされるよう工夫する必要があります。
（３）予算要望について
　　　予算要望については、保護者負担軽減の観点について一定の共通認識はできたものの、具体的成果を得ることができなかったことから、この点についてはとりくみを一層具体化し、全ての学校で共通してとりくめるよう環境整備をする必要があります。
（４）実践交流について
実践交流シートは市外からの投稿もありましたが、まだ馴染んでいないのが実態です。もっと呼びかけが必要です。
（５）その他
組織に関わり、協議会組織や各グループの独自性が生かされていないとの意見があります。この点について、次年度に向けて検討していく必要があります。
２．２０１０年のとりくみについて
（１）学校財政と学校事務の状況調査
　　　①調査活動については、決算予算調査や学校徴収金調査を一層充実させます。決算予算調査については、数字の結果だけでなく、提案方法や提案内容に踏み込んで各校の状況を分析します。
②学校徴収金調査については、金額の調査はもちろんですが、とりまとめの状況や、申し合わせ事項の有無などもあわせて調査し、資料化します。また、移行措置に関わっての徴収金の状況についても調査します。
（２）調査活動の分析にもとづく提言
　　　昨年度は調査活動を行った後の分析が十分ではなく、強引に提言に持っていった感は否めません。本来ならば調査結果について連携会議で分析評価を行ったうえで提言化するかどうか決めるべきですが、物理的に無理なので、可能な限り日刊連携会議で結果と評価を示すようにしたと思います。なお、提言をより早期にまとめることにより、各学校における次年度へ向けたとりくみもしやすくなることから、遅くとも２月上旬にまとめるよう計画します。
（３）予算要望について
　　　基本的には、全道・石狩事務職員協議会の基本方針である子どもの教育権保障の観点でとりくみます。また昨年度の反省を踏まえ、予算要望回答を分析し、実効ある予算要望書にするための検討を行います。
（４）実践交流について
　　　領域実践交流シートが多くの方から提出されるよう、工夫改善します。
（５）その他
組織に関わり、協議会組織や各グループの独自性が生かされていないとの意見があるので、この１年間の活動から、整理の可能な点については整理を行うこととします。また、「協議会からの業務委託」という手法も必要に応じて活用します。
３．各グループの活動について

（１）各グループの活動方針及び活動内容については、第２回連携会議（４月２３日）でグループ会議を開催し、同日の全体会議で確認をします。

４．連絡体制の確立

（1） 会議日程等の連絡方法について

①会議日程等連絡及び各学校←→事務局間の文書については基本的に電子メールを利用します。今年度新たに学校以外のアドレスに送信希望の方は事務局までご一報ください。

②連携会議のメールアドレスは、ishikarirenkei@yahoo.co.jpです。Yahooホームページからログインすることで、誰もがこのアドレスからメールを送信することができます。協議会の連絡に利用することも可能です。ログインパスワードは＊＊＊＊＊＊です。

（2） ホームページの活用について

①会議案内や会議資料については連携会議ホームページに掲載するので、いつでも確認することができます。ホームページアドレスはhttp://irenkei.turukusa.com/です。なお、ホームページの中の「会員のページ」に入るのにはパスワードが必要です。パスワードは＊＊＊＊＊＊です。なお、ホームページには掲示板も設置しています。掲示板のパスワードは＊＊＊＊＊＊＊です。

②昨年度まで利用していたヤフーブリーフケースは契約解除いたしました。







